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実　施　報　告　書

【実施内容】

受 講 生

　本プログラムは、受講生にゼオライトや層状複水酸化物を用いた水浄化装置を作製してもらい、有害
物質であるアンモニウムイオンとリン酸イオンの除去を体験させると共に、これらの材料のナノ形状を走
査型電子顕微鏡を用いて観察させる。また使用済水浄化材から植物肥料を合成させる。様々な実験装
置・実験器具の使用方法、水浄化材料の性質、資源の再利用の大切さについて自らの体験を通じて理
解してもらうことを目的とする。

[工夫した点]
　講義時間を最小限にし、実習に多くの時間をとり、模擬実験を通して受講生に分かりやすく内容を伝え
た。受講生５名に対して２名のスタッフ（学生）を配置し、きめ細かく実験の指導を行い、必ず各プログラ
ムにおいて全員が体験できる体制で実施した。装置作製、吸着実験、材料観察、肥料作成、研究室見
学と様々な実習を多数組み込み興味を持たせるよう工夫を行った。さらに、プログラム終了後、受講生
が自ら作成した肥料を持ち帰り、自宅で植物の育成効果を実感してもらう内容とした。

[事務局との協力体制]
　事務担当者と事前に詳細な打ち合わせをして本番に備えたため、当日は円滑にプログラムを推進する
ことができた。

[広報活動]
　研究支援課・広報課が、ホームページ上での宣伝および小学校へのチラシの配布を行い、本事業の
PR活動を行った結果、締め切り前に定員に達した。

[安全配慮]
　実施代表者および実施協力者が前日にキャンパス内の安全を確認した。また実習の安全確保のため
に受講生５人に２人の割合で実施協力者を配置すると共に、実施者ならびに研究支援課が常駐した。実
習では安全面を考慮し、プラスチック製の器具を使い、８０℃の溶液や大型器具の設置は実施代表者ま
たは、実施協力者が立ち会った。さらに参加者に対しては、全員、レクレーション保険に加入することを
義務化した。

[今後の発展性]
　受講生５人に２人の割合で実施協力者を配置することにより効率的にプログラムを推進できた。「楽し
かった」、「勉強になった」との意見を  受講者から多数もらい科研費の成果を楽しく理解してもらうことが
できた。実施協力者の学生からも「教えることが勉強になった」との意見を多数もらい、受講者・指導者に
とって良いプログラムになったと思う。今後も科研費成果に関する新しい実験を取り入れ発展させていき
たい。

[課題]
　複数の実験を実施したため、時間を管理するタイムキーパがいても良かったと感じた。また理解度の
確認の時間を最後に取れなかったため、今後は少し余裕をもったプログラムに改善していきたい。
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